
子ども大学さって
参加者募集

対 象　小学校４年生から６年生

定 員　30人

参 加 費　無料

申 込 み　11 月 14 日（水）までに、小学校で配布または市ホームページ (https://www.city.satte.lg.jp/) から

　 　　ダウンロードした参加申込書に、必要事項をご記入のうえ、社会教育課または公民館の受付

　 　箱に入れてください。メールやＦＡＸでも可。

問 合 せ　子ども大学さって実行委員会事務局（幸手市教育委員会 社会教育課内）

　 　☎ (43)1111 内線 643・ (42)5803・メール：k-syakai@city.satte.lg.jp

子ども大学さって参加者募集

会場・日時 内容

 第 1回／ウェルス幸手第２会議室

　　11 月 25 日（日）

　　午前 10 時～正午

 ・入学式

 ▼新聞記者に直撃！取材のＨＯＷ	ＴＯ

 　小林月照先生（読売新聞東京本社さいたま支局長）

 第 2回・第 3回／日本保健医療大学南キャンパス

　　12 月 08 日（土）

　　午後 1時 30 分～ 4時 40 分

 ▼食育って何？

 　板谷幸恵先生（日本保健医療大学非常勤講師）

 ▼若年性認知症の母と生きる

 　岩佐まり先生（フリーアナウンサー）

 第 4回／南公民館会議室

　　12 月 16 日（日）

　　午前 10 時～ 11 時 30 分

 

▼伸ばそう！コミュニケーションスキル

 　前田貴敏先生（一般社団法人幸手青年会議所）

 第 5回／南公民館会議室

　　平成 31 年 1 月 20 日（日）

　　午前 10 時～正午

 ▼子ども大学初 !? 本物の新聞を作ろう

 　高木康夫先生（株式会社高読）

 ・修了式

　子ども大学とは、日常の疑問や

ふるさとについて学ぶ、子どもの

ための大学です。

■写真は、昨年度の様子。
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③
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▼受賞作品展示日程

とき ところ

11月 9日（金）～
15 日（木）

市役所本庁舎
1階ロビー

11月 16日（金）～
25 日（日）

ウェルス幸手
1階ロビー

11月 27日（火）～
12 月 3 日（月）

コミュニティ
センターロビー

12月 4日（火）～
11 日（火）

東公民館
展示ホール
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９
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節
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れ
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す
る
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。
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４
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３
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３
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４
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６
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